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就労分野の日本語教育フェア
開催経緯と報告



問題意識
外国人材の受け入れが全国的に進む中、共生社会の実現に向け、 
日本語学習環境の整備は、重要かつ喫緊の課題となっている。 
しかしながら、 必要な情報の収集や実践知の共有が容易ではない 
状況が続いている。 



共有が容易ではない理由

・制度の移行期である 

・学習者の背景、置かれた環境が多様であり、可変的である。 

・関わるステークホルダーが多様である。 

・情報共有の場が作りにくい（アカデミックな研究発表がしにくい） 



解決策の一つとしての取り組み
・ステークホルダーが一堂に会する場を作る 
・ビジネスフェアのような場を作りたい 









・制度の移行期である 

・学習者の背景、置かれた環境が多様であり、可変的である。 

・関わるステークホルダーが多様である。 

・情報共有の場が作りにくい（アカデミックな研究発表がしにくい

フェアを実施してみて、課題は？



今後の取り組み
⚫情報の質と量の向上 
　・企業の社員研修担当者のニーズに応える情報 
　・日本語教師のニーズに応える情報 

⚫ステークホルダー間の連携方法の模索 
　・アーティキュレーションプロジェクト 
　　 


